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法

に
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る

減

價

鍇

却
.
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就

て

池

田

實

氐

に

，答

ふ

三

邊

金

藏

■
昨
年
五
は

「

年金法！

i

依
る
減
價
銷
却
を.
論
ず」 

ビ
題
せ
る
一
文
を
草
し
、
本
誌
第
十
卷
第
六
號
に
之
を 

揭
载
し
置
き
た
ぅ
。
然
る
に
大
阪
高
等
商
業
學
校
敎
授 

池
田
實
氏
は
，
本
年
一
月
及
四
月
の

「

商
業
：及
經
濟
硏 

塊」

.

餘
上
に
公
於
せ
ら
れ
た
る「

經
濟
上
ょ
b

見
た

る
 

減
價
償
却
法」

.

.な
る
論
文
の1

端
に
於
て
、
偶
咬
余
の
；
 

彼
の
.r

文
に
論
及
せ
ら
れ
、
左
の
如
き_

察
を
下
3

れ 

た
b

6
_

,

三邊氏ノ說一一從ハンヵ、或ハ偾却额中
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方
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入
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資
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格
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大
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シ
ム
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果
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テ
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要
ニ
出
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ノ
ナ
ソ
ヤ
ノ
點
ニ
至
ツ
タ
ハ
之
ヲ 

\

說
明
ス
ル
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シ
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ノ
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採
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力
、
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左
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分
解
セ
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て
其
分
解
を
ー
不
さ
れ
だ
る
後
、

斯
ノ
如
ク
三
邊
厌
ノ
說
明
ヲ
以

>
K

セ
バ
、
每
年
收
益. 

:
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一
マ
賦
親
ス
：对
キ
严
一:、ニ
九
、'
芄
〇
中
：ニ
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年
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ハ
利
子
六
"

一

七
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二
年
自
二
ハ
ニ
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〇
四

识
銳
却
に
就
て
池
旧
赞
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‘答-
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雜

錄

年

金

法

！

2

依
る
诚
傾
鎖
却
に
就
て
池
田
衰
じ
符
ふ
第
七
號

4
3

六

I

第
三
年
目
こ
、ノ
一
七
、
六
三
：
：
ヲ
含
メy
モ
.
ノ
ト 

認
ム
べ
キ
ナ
ル11

、
所
謂
年
金
法
ノ
換
笕 
一

I 

y
レ\

 

第
一
年
H
 
ノ
偾
却
金
中n

ハ
利
子
五
〇
p
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第
二
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H
 
二
ハ
四
六
、
ニ
〇
餞
ヲ
包
蒂
セ
ル
モ
ノ
ー
 I

シ
ク
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右
ノ
表
ヲ
全
然
姻
倒
シ
タ
ル
モ
ノ

 

ニ
拾
當
ス
べ
ク
、
 

年
金
法
ト
•三
邊
氏
ノ
說
明
ト
ノ
間
 

一

I

.

確
ヵ
ーI

此 

®

一

1

於
テ
一
大
H
ff
i

ヲ

來

ス

ベ
r y
’

云
 々

依
是
觀
之
、
池
田
氏
が
余
の
說
を
排
せ
ら
る
 

>
理
由 

は
、(

ニ
：

)

銷
却
额
中
K

算
入
す
：ベ.き
刺
字
額
果
しV

.

幾 

何
な
6

や
明
か
な
ら
ざ
る
こVJ

、(

一
 

ご
利
子
を
資
產
勘 

定

，
ロ

座

の

借

方

に

記

入

し

資

產

價

格

.を
增
大
せ
し
む
る 

は
如
何
な
る
必
要
に
基
く
も
の
な
る
や
明
か
な
ら
ざ
る 

乙
i
,

及
^(

一一
 I)

普
*

の

年

金

法^;
余

の

說

明

と

の

間
 

に

は一

大
細
K

の
存
在
す
る
乙
と
、
の
三
®
に
あ
る
が 

如
し
。
因
つV

以
下
是
等
の
點
に
就
て
聊
か
辦
明
を
試 

み
、
以V

自
說
の
.池
田
庆
の1

擊
に
；侬
6

て
倒
る
、
も 

の
に
あ
ら
ざ
る
を
立
證
せ
ん
と
欲
す。

•

先
づ
第一

の
點
に
就
き
て
は
：、
余
は
池
田
氏
が
何
故

斯
る
疑
問
を
提
出
せ
ら
れ
た
る
や
、
其
理
曲
を
知
る
に 

苦
ま
ざ
る
を
得
ざ
り
き
。
何
と
な
れ
ば
余
は
彼
の
.一
文 

に
於
て
減
價
銷
却
額
中
：に
：果
；

a
v

幾
何
の
利
子
を
！

^

 

す
へ
き
や
3:

格
^

と
じ
.て
.
取
极
^

る
こ
，ビ
な
く
、
强.
.ひ
' 

て
之
を
言
へ
ば
、

：

寧
：ろ
反
對
に
減
價
激
却
额
中
ょ
り
幾 

何
の
利
子
を
控
除
す
ベ
き
や
を
取
扱
ひ
た
る
も
の
に
外 

な
ら
ざ
れ
ば
な
办.。」

餍
精
確
化
言
べ
ば
.余
は
年
金
法 

■

に
依
る
減
價
鮒
却
记
於
て
：

「

各
會
計
年
度
末
に
於
て
、 

該
會
計
年
度
內
0

未

_銷

却

额

代

對

し

て

附

す

る

利

子

を
 

計
算
し
てr

減
價
.

^

^
の
割
當
額
を
定
む
る
其，f

方
に 

货
ぺ
、
又
直
ち
に
之
す
利
子
勘
定
に
移
し
て
收.

0 >
一 

部
に
加
み
る
は
何
故
な
：り
や

」

其
理
_

, J

そ
間
題
：の
中 

心
點
を
作
す
も
のS

れ
ヒ
倉
ひ
、
次
で
從
來
の
說
明
の 

十
分
な
ら
ざ
る
を
述
べ
、
然
る
後
に
自
ら
其
理
曲
を
觉

め

て「
素
：ビ
此
方
法
の
趣
旨
ず
る
所
は
.

.

.

.

.

.

.

.

谷
の
期
間
に
支
挪
ふ
可
き
金
額
を
以
て
其
.谷
の
期
間
の 

減
價
鍮
却
额
Cヾ

S

す
を
當
然
<
 

す
る
.

V
J

共
に
、
他
方
に 

於
て
は
豫
鈉
に
依A

て
收
得
し
た
る
利
益
は
、
各
期
間

の
始
め
に
於
て
當
該
資
產
勘
定
ロ
座
：の
借
方
に
存
在
す 

る
豫
鈉
金
额
に
對
す
る
刺
子«

益
ミ
し
て
各
期
間
に
配 

當
訃
算
す
る
を
當
然
ビ
す
マ

」

い
ふ
に
あ
る
な
り」

と
說 

け
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
な̂
=
o 

然
れ
ど
も
麵
っ
て
之
を
考
ふ
れ
ば
、
池
阳
氏
が
箅
入 

を
間
題
名
し
、
余
が
寧
ろ
控
除
を
以
て
問
題

V
J

す
る
其 

相
違
の
由
つ
.
て
來
る
原
因
は
、
必
し
も
繹
ね
得
ざ
る
も 

の
に
あ
ら
ざ
る
が
如
く
、
而
し
で
議
論
の
焦
點
は
寧
ろ 

此
©

に
在
る
が
如
し
。
蒸
し
池
田
氏
は
企
業
利
潤
と
其 

^

に
含
ま
.る
>

資
本
利
子
と
は
之
を
分
別
す
る
を
可S 

す
ミ
の
見
地
ょ6
S

•持
續
的
生
產
财
に
役
せ
ら
れ
た
る 

資
本
に
對
し
#
年
刺
子
を
計
算
し
て
之
を
銷
却
额
巾
に 

黛
入
す
る
を
疋
當
と
す
ミ
せ
ら
る
、
に
對
し
、
.余
は
會 

針
學
者
が
一
般
に.此
方
法
を
非
雛
し
て
、
利
子
は
其
が 

實
際
に
收
得
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
'於
て
の
み
是
を
許
上 

す
べ
し
、.
實
際
.
K

收
得
せ
ら
.れ
ざ
る
刺
子
を
想
定
し
て 

是
を
消
耗
資
產
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
に

附
す
る

と

 

せ
ば
、
他
の
資
産
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
に
も
亦
た

之
を
附
す
べ
き

f

j

と
說
ぐ
其
主
張
を
眞
に
遨
理
な 

ク

ビ

し
て
是
認
し
、
其
立
場
ょ
り
新
た
に
減
價
傲
却
の 

一
方
法
た
る
年
金
法
の
趣.旨
を
解
說
し
、
合
せ
て
是
を 

適
用
す
べ
き
疋
當
な
る
範
圍
を
限
定
せ
ん
と
試
み
た
る 

其
見
地
の
相
違
：乙
を
繼
.て
彼
の
相
違
を
生
み
た
厶
も
の 

に
外
な
ら
すV

J

謂
ひ
得
可
け
れ
ば
な
り
。

.
然
ら
ば
佘
は
何
故
.に
會
計
學
考
の
說
を
眞
に
道
现
な 

ぅ
ビ
し
て
是
認
し
た
る
や
。
是
は
次
で
起
る
^
題
に
し 

て
、
其
理
由
を
述
ぶ
る
は
、繼
て
池
出'氏
の
第
1
間
に
答 

ふ
る
所
以
な
る
ベ
，し
せ
し
て
、

g

み
に
之
を
述
ぶ
れ
ば 

.凡

をI

定
資
本
を
投
t

て

1.

定
企
業
を
創
設
す
る
は
、

1

方
に
於
て
其
一
定
資
本
が
^
^
.
の
情
浞
の
下
に
於
て 

利
子
の
形
虹
て
贤
す
可
き
利
益
を
犠
牲
に
供
す
る
代
-

o

 

に
、
他
方
に
於
て̂

㈣

じ
^

ボ
を
巧
に
運
用
利
殖
し
て 

企
業
利
潤
の
形
^

於
て
S

其
効
^
を
亨
受
せん

と

す

る 

も

の

：
に

外
8

ら
中
と
謂
ひ
得
可
し.
。
' 故
に
眞
に
所
謂
資 

本
的
利
得
な
る
も
のVJ、

企
業
的
利
得
な
る
も
の
と
を 

分
つ
を
可
な
り
と
せ
ば
、
其
資
本
的
利
得
な
る
も
の
は

谘
十
ー
卷(

九
一
九)

.

雜
.

錄：.

年
金
法
に
依
る
诚
偎
娥
却
に
砩
ズ
舰
旧
赏
戍
に
咎
ふ
婼
七
號
七
七

基
^

^

^

^

^

^

が
資

 

j

l
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^

^

‘
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-
,
-
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錄

年
金
法
に
依
る
诚
似
黯
に
就
て
池
提
氏
にf

第
七
號

1

企
業
に
投
せ
ら
れ
た
る
一
切
の
資
本
に
就
き
て
之
を
評 

篇
す
べ
き
に
し
て
、
決
し
て
其
®
本
が
取
れ
る

V
J

こ
ろ 

■0

形
體
如
何
に
依
う
て
彼
此’の
別
を
立
：て

，f t

に
ft

利 

子
を
計
上
し
、
彼
に
は
利
子
を
計
上
せ
ず
、

W

云
ふ
が 

免
き
差
別
を
な
す
可
き
に
あ6

ざ
る
な
-

c
s

。
何v

j

な
^
 

ば
若
し
叙
ま
に
斯
の
如
き
區
別
を
：立
て
、
彼
此
の
間
に 

犛
別
を
設
く
る
に
於
て
は
、
資
本
的
利
得
せ
.企
業
的
利 

得V
J

は
、
到
底
眞
,

分

別

せ

ら

れ

次

謂

ふ

を

得

ぎ 

る
、ベ&

や
、
言
ふ
ま
で
も
な
け
れ
ば
なb

。
然
る
に
從 

來
の
年
金
法
減
憤
激
却
，に
於
て
は
、
‘此
爲
す
可
か
ら
ざ 

る
區
別
を
敢
て
し
て
、
固
定
資
本
に
，は
利
子
を
計
土
す 

れ
ど
も
、.流
驰
資
本
に
は
之
を
针
上
す
る‘こ
と
な
か
6
 

し
な
う
。
會
訐
學
者
が
或
は
銃

j

を
缺
く
ビ
謂
a

、
或 

は
論
理
の
1

:»
を

缺

ぐ

ミ

謂
a

て
、
此
カ
は
を
非
®
す 

る
は
、
即
ち
斯
る
理
曲
に
基
く
も
の
に
し
て
、
必
レ
も 

池
田
氏
の
言
ふ
が
如
ぐ
、
手
數
の
煩
鐵
な
る
を
厭
ふ
が 

爲
に
は
あ
ら
ざ
る
な
う
、
而
し
て
余
の
此
說
に
左
祖
せ 

ん
^

欲
す
る
所
议
も
亦
た
此
理
由
^
依
據
ず
る
も
の
R

外
な
ら
ざ
る
な-CS。

然
れV」

も
、
池
田
灾̂

公
雄
な
ら
ん
が
爲
め
に
は
、 

議
論
を
此
所
に
止
む
可か

ら

ぎ

.
る
が
如

し

。$

し
'

%

^
 

氏
：の
意
は
竿
頭31
&

に
：一
步
5-
進
め
凡
て
の
.資
產
に
對 

し
て
利
子
?:
：計
土

.
せん
ミ
す
る
に
在
る
が
如
く
な̂
f 

な
ク
。
乃
ち
觅
ら
に
此
場
合
に
就
て
考
ふ
る
に
苦
し
池 

田
氏
の
意
が
凡
て
の
資
產
に
對
し
、
同「

利
率
に
て
利 

子
を
計
上
す
とS

ふ
に
あ
る
な
S

ば
、
其
は
填
こ
，能
く 

前

述.
の
非
類
ょ
り
M

しV

安
固
な
る
地
步
の
上
に

A

つ 

も
の
と
謂
ふ
可
く
、
隨
つ
て
何
人
も
再W

彼
の
點
ょ
b

 

池
田
氏
の
說
を
雛す

る
者
.'は
無
か

る
可
しq

然
6

可
人 

も
彼
の
點
'1
り
池
田
氏
の
說
を
雛
す
る.を
洱
び
す
る》

し 

と
無
か

る
べ
しv

j

雖
も
、
併
し
夫
れ
5

同
時
に
、
池
11
!

 

氏
の
提

唱

せ

ら

る
'
:>
 

所

が*

竟

無

意

義

に

了

る

乙

ど

な
 

き
や
否
や
を
危
む
者
、

て
無か

る
可
き
や
タ
余
は 

必
し
も
其
之
れ
無
き
を
保
せ
ざ
名u
b
,
。
可
と
な
れ
4 '
' 

既

に1

切
の
資
本
に
對
し
其
取
る
'と
こ
ろ
の
形
體
如
何 

に
關
せ
ず
S

悉
く
利
子
を
.
計
上
す
る
名
の
ビ
せ
ば
、
先

づ
各
棚
の
形
體
妃
於
げ
る
資
本
に#
^

其
谷
の
利
子
を 

翁
•
出
し
、
然
る
後
に
企
業
的
利
得
ビ
資
本
的
利
得
と
を 

區
別
す
る
の
手
殺
に
出
づ
る
は
、
求
め
て
手
數
の
煩
«

 

を
增
す
以
外
、
果
し
て
何
の
實
益
あ
る
ベ
き
や
疑
な
き 

を
得
ざ
れ
ば
な
3

。

:

以
上
は
®

ら
資
本
的
利
得
と
企
業
的
利
得
と
を
分
別 

す
る
k

可
と
す
と
の
理
由
ょ̂S、

減
價
鱗
却
領
中
に
利 

子
を
算
入
す
可
し
と
說
く
世
論
に
對
し
て
、
，
吾
人
の
所 

信
を
被
#

し
た
る
も
の
な
る
が
、
抱
所
言
は
移
し
て
以 

て
投
入
資
本
の
利
子
も
亦
た
生
產
费
の

}

部
を
形
く
る 

も
の
な
6

と
の
見
地
ょ
k

同
欉
の
主
張
を
な
す
者
に
對 

し
て
も
、
同
じ
く
桔
抗
し
得
可
け
ん
なKV 
O 

,
何
と
な
れ 

ば
此
場
合
に
.於
て
も
、
計
上
す
ベ
き
利
子
は
、

一
部
資
. 

本
の
利
子
に
あ
ら
ず
し
て、
' 當
該
生
產
R

參
與
せ
る
凡 

て
の
資
本
の
利
子
た
る
可
け
れ
ば
な
ダ
。

:

池

田

氏

の

疑
^

せ

ら

れ

た

る

，
第

.
一

點

に

對

す

る

辨

明 

は
略
ぼ
叙
上
の
如
ぐ
な
し
て
、
次
第̂
ニ
の
利
子 

を
«

* '

勘
定
.
ロ座
'
の借：方に
記
入

1 .
:
、；
.
資
產
.惯
格
を

#

大
せ
し
む
る
は
如
何
な
る
.必
要
に
出
で
し
や
と
め
疑
例 

r c

移
ら
ん
に
、
此
點
.に
就
て
は
、
佘
は
前
に
極
め
て
馏 

單

な

が

ら

其

理

由

を

述

ベ

て

、
：
範

例

に

示

せ

る

が

f
 

記
入
法
は
專
ら
各
期
の
計
算
を
容
易
な
ら
し
め
ん
が
爲 

め
に
# .

す
る
も
の
に
外
な
ら
ず
、ビ
說
き
置
き
た
b

.

o 

然
れ
ぱ
今
池
田
氏
の
重
ね
て
此
點
を
間
は
る
>に
際
し 

て
.
4

、:

所
詮
.は

池

田

氏

の

：注

意

を

苒

び

彼

處

R

請
ふ
の 

外
別
に
4t
l
iの
手
段
を
有
せ
ず
ど
雕
も
ヽ
私
かR
池
田
氏 

の

斯

ぐ

，問

ゆ

る

>

眞

意

を

推

测

す

る

に

、

氏

は

此

.
手

續 

を
以
T

、

是

は

：：

減

價#

1

中
紀
未
鍇
却
额
に
對
す
る
利 

子
を
算
' A

す
る
必
要
よ
：，

C
V

當
然
發
生
す
る
も
の
に
し
て 

是

を

外

に

じ

て

は

到

底

其

理

由

を

語

り

得

：る

も

の

^

ぁ 

ら
ず
と
せ
ら
Iれ
、
是
に
依
據
：レ
で|

面
余
の
說
明
を
離 

せ

：ら

る

、
と

共

に

、

"

他

面

氏

自

ら
0

說
を
擁
親
せ
ん
ビ 

企
て
ら
る
、
も
の
、
如
ぐ
な
れ
ば
、
今
#
く
池
田
氏
の 

.前
に
' 

立
，|>.
て
、
此
方
®

.

よ
i

私
見
^

#

®

ず
る
所
ぁ
ら
I 

ん
に
、
余
は
彼
の
乎
續
を
以
て
、
減
價
銷
却
額
中
に
未 

鮒
却
額
に
對
す
る
利
子?:
算
入
せ
ん
ビ
す
る
其
必
婴よ

節
十一

卷
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笫

十

ー

怨(

九ニニ

〕

雑
錄
平
金
法

|:

侬る诚似锁如

1
1就て弛

[1
1
览氏
|:

答
ふ

f ;
七號

o

I
り
生
れ
出
た
る
も
の
な
る
可
き
を
、
，

.

必
じ
も
疑
は
：ん
ビ 

欲
す
る
.

者
に
あ
ら
ず
。
是
は
佘
の
此
處
に
喜
ん
で
承
認
：
 

せ
ん
ビ
欲
す
る
所
欢b

。.
然
れ
r

も
夫
れ
と
同
時
に
： 

佘
は
若
し
彼
の
手
續
に
し
て
其
以
外
の
場
合
に
適
用
し 

得
ざ
る
も
の
な
、ら
ば
、
其
は
當
然
全
廢
せ
&

る
べ
き
t

 

の
な
&

と
主
張
せ
ん
ビ
欲
す
。
何
と
な
れ
ば
減
價
激
却 

額
中
に
利
子
を
赞
入
す
^
?
の
不
當
な
る
は
前
段
所
述
の 

如
く
に
しV

、

而
し
て
此
手
績
は
此
不
當
な
る
思
想
に 

憑
據
す
る
の
外
、
他
に
存
續
す
る0
.
理
由
な

き

も

の

マ

し 

な
れ
ば
な
6

。
然
れ
ど
も
佘
は
此
手
續
を
生
め
る
思
锨 

精
神
を
排
す
る
の
故
を
以
て
、
此
手
績
其
も
の
を
も
合 

せ
て
之
を
排
せ
んVJ

す
る

は

、

其
が
他
に
利
用
の
途
存 

す
る
限
う
、
必
し
も
嘉
す
可
き
む
の
に
あ
ら
ざ
る
を
思 

へ
6

。
郝
し
て
余
は
此
手
緻
は
、
余
の
前
に
述
べ
た
る 

が
如
き
場
合
に
限
う
て
之
を
用
ゆ
れ
ば
、
猶
ほ
利
用
の 

途
あ
る
を
見
た
り
。
於
是
乎
、
佘
は
此
捨
て
ら
る
可
か 

う
し
手
續
を
捨
て
ず
、
却

つ

て

@
る
に
新
し
き
精 

神
を
以
て
し
、
因.
つ
て
之
を
世
間
に
役
立
た
し
め
ん

V
J

就
み
お
6

。
即
ち
佘
が
此
手
續
を
前
述
の
如
く
解
し
た 

る
麻
以
の
眞
意
に
し
て
、
池
田
氏
ぬ
恕
察
を
乞
は
ん
ビ 

欲

す

る
所
な
&

0
"

|

|

&

^

、

^
畠
は
之
れ
新

し

き
酒
を 

舊
き
革
囊
に
盛
る
の
類
な
る
乎
、
'抑
も
亦
た
廢
物
利
用 

.の
類
：に
し
て
、
利
用
厚
生.の

P

端
た
る
乎
を
。

却
說
最
後
に
池1 0
,
氏
の
#

詰

：
せ

ら

れ

た

る

第

彐

の

點
 

R

就
て
は
、
佘
は
舊
稿0

f

端
に
於
て一

例
を
假
設
し 

て
;

:

今
、
五
：ケ
龟
間#

年i

一
三1

s
t

を
支
拂
ふ
に
換 

へ
て
土
地
家
屋
の
使
用
權
を
亨
受
す
る
約
束
な
り
S 

す
れ
ば
五
ケ
年
間
の
使
用
料
は

一

ヽ
一
五
五
圓
な
る 

可
し
。
然
る
に
五
分
の
利
率
に
て
此
年
金
の
現
價
を 

算
出
し
豫
納
す
る
ビ
せ
ば
、
其
金
額
は

一

、
〇
〇
〇 

圓
に
し
て
、
差

引I:

五

五

圆

の

割

引

を

得

可

し

。
，
然 

れ
ば
此
場
合
^

於
て
年
々
の
收
益
に
，課
す
可
き
減
價 

.銪
却
は
ニ
三1
圆
ミ
す
る
を
原
價
計
算
其
他
の
必
耍 

上
當
然
ビ
す
る
と
共
记
、
他
方
に'於
て
割
引
に
依
6 

て
得
た
る
一
五
五
回
の
刺
益
は
、
谷
年
度
の
始
め
に \

於

て

存

在

す

る

豫

納

金

额

.|
:
-
對

す

る

利

子

に

外

な

ら

五 四 三 ニ  .初 
年 Si\年 把 年 c.

し
て

3/
.〇
、
〇
〇 

四
〇
"
九
^
■

三
一
、
四
五 

ニ
一
、
五
〇
.

ニ

、
ー
〇 

、

に

當

該

年

度

'
初
华
‘

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
の
五
分 

】

¥'
八
一
九
，〇
.0
の
五
分.

三
年 

六
ニ
八
-九
五
0
.觅
分
：

,

四
¥

四
二
九
、
四
〇
の3L
分 

五
半 

ニ
：

1.

九
、九
〇
の:/
£
分

の
如
く
割
b

當V
、

從
つ
て
夫
れ 

.

の
收
益
R

- ^
' s

す
.
る
.

を
以
て
S L

の̂

然
と
す
S

云
ふ 

hに

あ

る

なり
、
云
 々

• 

と
說
き
徽
き
た
り
。
然
れ
ば
余
は
池
田
氏
が
、

一
言
も 

此
點
に
於
け
る
佘
の
說
明
に
論
及
せ
ら
る
、
乙
と
な
く 

し
て
、
遽
か
に
余
の
說
明
を
以
て
し
て
は
、
從
來
の
年 

金
法
と
全
く
反
對
な
る
結
架
に
歸
着
し
、
此
處
に
一
大 

麵
齬
を
來
す
可
し
云
々
と
、
說
き
去
れ
た
る
を
見
て
、

1

度
は
事
の
意
外
な
る
に®

ざ
る
を
得
ざ
b

き
。
然
れ 

V

も
此
點
に

^

け

る

氏
の
說
を
讀
む
乙
と
ニ
度
三
度
な 

る
に
及
び
て
、
氏
の
：意
ば
汝
の
：彼
の
說
明
の
如
.き
は
全 

く
顧
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
，な

ち,>
何y

j

S
れ
ば
假
办
に

汝

の

說

明

に

從

：
ふ

ビ

す

れ

ば

、

其

^

算

は

斯

の

如

ぐ

な
 

る
.可

き

喾

な

K

V

ビ
し
て
、
成
自
ら
連
箅
の
勞Vレ
採
ら
れ 

^

,

る
.
豫
鈉
金
分
解
表(

數
字
も
意
味
も
共
に
異
れ
ど
も 

余
：の
揭
げ
た：

る
前
例
に
引
直
し
て
言
ベ
ば
^
年
 

一j

圓 

|

〇
に
始
ま
り
五
年
五
〇
圓
に
終
る
表
と
思
へ
ば
略
ぼ 

可
な
ゲ)

を
示
さ
れ
、.
然
る
後
に
此
故
に
汝0

說
明
は 

從
'來
の
年
金
法
ビ
此
點
に
於
て
確
か
に
細
«
す
る
も
の 

な
办
ビ
言
は
る
、
に
あ
る
な
る
ベ
き
を
推
察
し
得
た
办 

隨
つ
て
佘
の
此
處
に
答
ふ
る
を
必
要
と
す
る
は
、
、
余
が 

何
故
割
引
に
•
依
6

て
得
^

る
利
益
を
、
彼
の
如
ィ
各
年 

次
に
割
り
當
づ
る
を.正
.當
と
せ
.
る
や
、
其
a

由
に
外
な 

ら
ざ
る
べ
き
を
思
ふ
に
至
れ
ぅ
。
因
て
今
暫
く
之
を
說 

か
ん
に
、
先
づw

ヶ
年
間
每
年
末
に
於
て
ニ
三1

圓
宛 

の
使
用
料
を
支
挪
ふ
可
き
者
が
、
五
分
‘の
利
率
に
て
換 

箅
し
た•

る
此
年
金
の
現
價
壹
千
圆
を
即
時
に
納
入
す
る 

に
へ
依
办
セ
、

年

々

幾

何

の

刺

子

を

^

K

す
る
計
算
と
な 

る
や
と
考
ふ
.
る

に

、
'
假
6
 

K

此
者
が
其
同
じ
金
細
を
斯 

く
使
用
せ
中
じ
ヤr

同
じ
ぐ
3 £
^

の
利
率
に
：て
他
に
辑

第
十
一
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實
氏

i
z

答

ふ

第

七

號

八

一

睡̂
福̂

谓德睛み賺鬆凝

 
1
 議

霉

I
謹

發

I
I
I复趕 

ぼt



锨
十j

卷

(

九
ニ
四〕

准

錄

資
'' L
«

き
、.
妨
年
末
に
至
6

て 
一S
I
 

一M l

宛
引
出
し
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S C

部
々
の
使
用
料
を
支
拂
ひ
行
ぐ
も
の^

せ
ば
.
、
J-
F
:

〈

1 f 

箅
は 

„ 

:
华金法に侬石減偾鲵却

,̂
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%
七
饿
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£
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八玉九、九丑
 

三
¥ 

.
山ハ六〇、四〇

.

四

四

宄

〇

、九

0 

五年 

ニ三ー、〇〇

■ 

 ̂
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五 
o
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c
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四〇"九五
 三，1

"四五

一

1 ,
1

、玉
〇.

一一、ー〇

.

If
f

1 

五
^
、〇
〇
.

に
し
て
、
A
nflI

五
五
圆
の
利
子
を
收
得
し
得
可
き
な 

る
に
、
然
る
に
實
際
に
は一,

、
〇
〇
〇
圓
を
即
時
に
納
入 

す
る
に
因
^N V

此
利
益
を
亨
く
可
&
途
を
失
す
る
が
故 

に
、
驚

即
納
に
依
ぅ
で
衆
る
谷
年
の
損
失
は
、
逐
次 

に
五
_〇
圆
。
四
Q

li
九
_

 

•
:
 

•
. 

?

と

謂

は

ざ

る 

可
か
ら
ざ
るR

至

る

。
然
れ
ど
も
见
ら
に
洱
び
實
際
に 

立
ち
歸
b

て
之
を
見
れ
ば
.

<* 
.
.
計

箅

上

に

往

ず

る

此

»
失 

は
、
®

引
の
形
に
て
亨
ぐ
る
利
益j

五

五

圓

に

阪

り

て
 

實
際
に
補
償
せ

ら

る
,y> 

v

i

sな

る
が
：故
に
、.而
し
て

割
引
の
因
て
生
ず
る
趣
旨0

的

は
一

に

全

ぐ

此

1|
}

®

^

 

在
6

ビ
解
し
て
爰
支
な
き
が
故
に
、
余
は
、
余
が
假
設 

し
た
る
場
合
の
如

‘き
：に
於
：で'、
割
引
に
：依&

て
#
た
る 

利
益
を
各
年
に
割6

常
.
.つ
本
に
は
、
旣
述.の
如
く
、
初 

年
度
五
0

圓
：：
：
五
年
度」

一
圓
.「

0

餞
e

す
る 
こ
そ 

I

寧
ろ
事
の
實
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